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原
料

調
達

か
ら

製
造

ま
で

　
ア
ル
ギ
ン
酸
は
、
コ
ン

ブ
や
ワ
カ
メ
な
ど
褐
藻
類

に
含
ま
れ
る
天
然
多
糖
類

で
食
物
繊
維
の
一
種
。
天

然
素
材
で
あ
る
海
藻
か
ら

抽
出
し
た
「
ア
ル
ギ
ン
酸
」

に
は
増
粘
剤
、ゲ
ル
化
剤
、

乳
化
剤
、
安
定
剤
、
麺
質

改
良
剤
な
ど
食
品
の
品
質

を
向
上
す
る
優
れ
た
機
能

が
あ
る
。
パ
ン
の
弾
力
性

や
食
感
を
向
上
す
る
、
即

席
麺
の
し
こ
し
こ
感
を
出

す
、
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
ミ

ー
ト
（
植
物
性
代
替
肉
）

を
結
着
・
成
形
す
る
―
―

な
ど
の
効
果
が
あ
る
。

　
キ
ミ
カ
は
、
過
去

80年

間
、
ほ
か
に
使
い
道
が
な

く
、
硬
く
て
食
べ
ら
れ
な

い
「
漂
着
海
藻
」
を
原
料

に
、
食
品
の
品
質
改
良
剤

「
ア
ル
ギ
ン
酸
」を
製
造
し

て
い
る
。
外
国
企
業
は
生

き
た
海
藻
を
大
量
に
刈
り

取
っ
て
使
用
す
る
の
で
、

低
コ
ス
ト
で
収
穫
は
で
き

る
も
の
の
環
境
負
荷
は
大

き
い
。
同
社
は
生
態
系
を

破
壊
し
な
い
よ
う
に
、
コ

ス
ト
は
か
か
る
が
、
あ
く

ま
で
も
人
手
を
か
け
て
拾

い
集
め
た
「
漂
着
海
藻
」

の
使
用
に
こ
だ
わ
っ
て
き

た
。

　
エ
ル

･ニ
ー
ニ
ョ
現
象

に
よ
る
海
藻
不
漁
や
、
一

部
の
心
な
い
業
者
に
よ
る

投
機
的
な
海
藻
の
買
い
占

め
な
ど
、
同
社
は
幾
度
と

な
く
原
料
海
藻
が
不
足
す

る
危
機
に
直
面
し
て
き

た
。
こ
の
経
験
か
ら
「
海

藻
資
源
の
保
全
が
事
業
継

続
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
」
と
認
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
国
内
唯
一
の
ア

ル
ギ
ン
酸
メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
供
給
責
任
を
果
た
し

続
け
る
た
め
に
は
、
海
洋

資
源
を
犠
牲
に
し
な

い
「
持
続
可
能
な
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

確
立
す
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
」
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
持
続
可
能
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確

立
し
た
こ
と
で
、
競

合
と
の
差
別
化
が
で

き
、
も
の
づ
く
り
の

コ
ス
ト
競
争
力
も
向

上
し
、
業
界
に
お
け

る
世
界
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
に
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
本
業

の
事
業
活
動
を
通
じ

て
環
境
価
値
・
社
会

価
値
・
経
済
価
値
を

両
立
し
た
こ
と
で

「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ア
ワ
ー
ド
（
日
本

政
府
主
催
）
」も
受
賞
し
、

そ
の
結
果
、
企
業
イ
メ
ー

ジ
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、

企
業
業
績
に
プ
ラ
ス
の
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
働
き
方

改
革
に
も
い
ち
早
く
取
り

組
み
、
日
本
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
は
じ
ま
っ
た
直
後
の

2

0
2
0年

3月
か
ら
テ
レ

ワ
ー
ク
を
開
始
し
、
業
務

効
率
化
、
新
規
顧
客
の
開

拓
、
社
員
満
足
度
向
上
な

ど
を
実
現
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
以
来
、
出
社
し
な
く
て

も
滞
り
な
く
業
務
を
遂
行

で
き
る
体
制
を
つ
く
る
こ

と
は
社
内
で
は
「
業
績
向

上
の
た
め
の
施
策
」
で
は

な
く
「
社
員
の
命
を
守
る

た
め
の
施
策
」
に
位
置
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
結
果
的
に
感
染
拡
大

直
後
か
ら
速
や
か
に
テ
レ

ワ
ー
ク
へ
移
行
で
き
、
社

員
の
安
全
を
守
り
抜
く
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
事
業

で
も
日
本
唯
一
の
ア
ル
ギ

ン
酸
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

供
給
責
任
を
果
た
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
日
本
唯
一
の
ア
ル
ギ
ン

酸
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
同
社

は
、
同
業
他
社
と
の
競
争

に
さ
ら
さ
れ
な
い
環
境
に

あ
る
。
他
社
と
の
比
較
で

は
な
く
、
自
律
的
に
「
今

日
よ
り
も
明
日
、
品
質
が

向
上
す
る
仕
組
み
を
作
る

こ
と
」
が
必
要
だ
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
同
社
で
は
、
食
の

安
全
に
対
応
す
る
た
め
に

独
自
の
「
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築

し
運
用
し
て
い
る
。
誰
ひ

と
り
他
人
事
で
は
な
く
、

従
業
員
が
全
員
参
加
で
品

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

意
識
啓
も
う
と
し
て
、
工

場
で
は
、
内
勤
者
を
含
む

全
員
が
作
業
着
で
業
務
を

行
い
、
全
社
員
が
参
加
対

象
と
な
る
清
掃
運
動
（
ピ

カ
ピ
カ
プ
ラ
ン
ト
運
動
）

を
展
開
し
て
い
る
。
原
料

海
藻
の
産
出
国
で
あ
る
チ

リ
に
拠
点
を
構
え
、
漁
民

か
ら
漂
着
海
藻
を
買
い
取

る
と
こ
ろ
か
ら
乾
燥
・
粉

砕
・
保
管
・
輸
送
を
経
て

工
程
に
投
入
さ
れ
る
ま
で

自
社
で
一
貫
し
た
管
理
を

行
い
、
原
料
の
品
質
を
担

保
し
て
い
る
。

　
現
在
、
品
質
に
関
す
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

9
0
0
1は

も

ち
ろ
ん
、
食
品
安
全
に
関

す
る
国
際
規
格
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

2
2
0
0
0の

認
証
を
取

得
し
て
、
世
界
の
名
立
た

る
食
品
メ
ー
カ
ー
、
医
薬

品
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
信
頼

を
勝
ち
取
り
、
業
界
で
の

世
界
ト
ッ
プ
企
業
に
成
長

し
た
。認
証
に
関
し
て
は
、

千
葉
プ
ラ
ン
ト
で
は
品
質

や
安
全
に
と
ど
ま
ら
ず
、

コ
ー
シ
ャ
（
ユ
ダ
ヤ
）
認

証
や
ハ
ラ
ル（
ム
ス
リ
ム
）

認
証
な
ど
宗
教
食
に
も
対

応
し
て
い
る
。

　
▽
社
名
＝
キ
ミ
カ
▽
代
表

者
＝
笠
原
文
善
▽
創
業
＝

1

9
4
1年

5月
▽
資
本
金
＝

1億
円
▽
従
業
員
数
＝

1
7

3人
（
グ
ル
ー
プ
計

3
7
8

人
）
▽
本
社
所
在
地
＝
東
京

都
中
央
区
八
重
洲

2─

4─

1▽
事
業
内
容
＝
ア
ル
ギ
ン

酸
、
キ
ト
サ
ン
な
ど
の
マ
リ

ン
バ
イ
オ
ポ
リ
マ
ー
な
ら
び

に
そ
の
応
用
製
品
の
製
造
販

売　
日
本
で
初
め
て
天
然
多
糖

類「
ア
ル
ギ
ン
酸
」の
工
業
的

生
産
に
成
功
し
、
以
来
八
十

余
年
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
に

変
革
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
に

俊
敏
に
応
え
つ
つ
品
質
の
向

上
、
安
定
供
給
に
努
め
る
。

　
業
界
で
の
国
内
シ
ェ
ア
は

9割
を
超
え
、
高
い
品
質
が

求
め
ら
れ
る
食
品
、
医
薬
品

グ
レ
ー
ド
に
お
い
て
は
世
界

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
。

　
安
定
供
給
を
確
保
す
る
生

産
体
制
、
高
品
質
を
約
束
す

る
品
質
保
証
体
制
を
整
え
、

少
量
の
ス
ポ
ッ
ト
生
産
か
ら

マ
ス
プ
ロ
ま
で
幅
広
い
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
。

会会社社概概要要

　
キ
ミ
カ
は
南
米
チ
リ
の
海
岸
に
漂
着
し
た
海
藻
を
有
効
利
用
し
、
生
態
系
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、

「
ア
ル
ギ
ン
酸
」
を
製
造
す
る
。漂
着
海
藻
は
海
岸
に
面
し
た
広
大
な
砂
漠
を
利
用
し
天
日
乾
燥
さ
せ
、

人
工
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
な
い
。
大
量
の
海
藻
在
庫
を
保
有
し
海
藻
需
給
の
緩
衝
と
す
る
こ
と

で
、
海
藻
価
格
の
変
動
を
抑
制
し
、
価
格
高
騰
時
に
誘
発
さ
れ
る
投
機
的
な
海
藻
乱
獲
を
抑
制
す
る
。

35年
間
市
況
に
惑
わ

さ
れ
ず
安
定
・
継
続

的
に
チ
リ
漁
民
か
ら

漂
着
海
藻
を
買
い
取

り
続
け
、
地
元
の
雇

用
を
守
り
、
そ
の
生

活
水
準
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
。
電
力
、
化
学
薬
品
な
ど
の
使
用
を
最
小
限
に
抑
え
た
独
自
製
法
を

開
発
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
工
場
屋
根
に
設
置
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
な
ど
、
生
産
活
動

に
伴
う
環
境
負
荷
も
軽
減
す
る
。
海
藻
残
さ
に
は
付
加
価
値
を
付
け
、
肥
料
と
し
て
農
家
に
無
償
提
供

し
、
農
業
支
援
に
も
貢
献
す
る
。
原
料
調
達
か
ら
製
造
方
法
ま
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
即
し
た
手
法
を
採
用

す
る
。
　

（
江
端
哲
也
）

キキ
ミミ

カカ
食
品
安
全
安
心
・
環
境
貢
献
賞

漂漂漂
着着着
海海海
藻藻藻
有有有
効効効
活活活
用用用
ししし
品品品
質質質
改改改
良良良
剤剤剤アアア

ルルル
ギギギ
ンンン
酸酸酸
製製製
造造造

受受受
賞賞賞

ポポポ
イイイ
ンンン
トトト

　
今
か
ら
八
十

余
年
前
、
房
総

半
島
の
浜
辺
に

打
ち
上
げ
ら

れ
、
使
い
道
の

な
い
「
漂
着
海

藻
」
を
見
た
創

業
者
は
こ
れ
を

資
源
と
し
て
有

効
活
用
す
る
こ

と
を
目
指
し
、

天
然
の
食
物
繊

維「
ア
ル
ギ
ン
酸
」の
工

業
的
製
法
を
確
立
し
ま

し
た
。

　

35年
前
に
は
、
南
米

チ
リ
に
進
出
し
、
南
半

球
唯
一
の
ア
ル
ギ
ン
酸

工
場
を
立
ち
上
げ
、
現

地
で
海
藻
調
達
か
ら
原

料
海
藻
在
庫
、
ア
ル
ギ

ン
酸
の
製
造
ま
で
一
貫

し
た
持
続
可
能
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
築
き
上

げ
ま
し
た
。「
ア
ル
ギ
ン

酸
」
は
今
、
食
品
を
中

心
に
、
世
界
中
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
素
材
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
は
今
回
の
受

賞
を
励
み
に
、
今
後
も

食
の
安
全
・
安
心
に
対

す
る
品
質
要
求
に
応

え
、
新
た
な
事
業
展
開

と
多
様
な
働
き
方
に
柔

軟
に
対
応
し
、
人
と
地

球
に
優
し
い
企
業
と
し

て
、
ま
い
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

受受
賞賞
ココ
メメ
ンン
トト

笠原文善社長

地球に優しい企業

アルギン酸トップ誇る

海
藻
資
源
保
全
が
最

重
要

最新鋭の自動化ラインを導入して異物混入を防止し、作業の軽労化も実現している 20年12月21日に行われた第4回ジャパンSDGsアワード表彰式。左から

加藤勝信前官房長官、笠原文善社長、菅義偉前総理、茂木敏充元外相

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝首相官邸ホームページから

アルギン酸を抽出した後の海藻残さは

良質な肥料として付加価値を付け近隣

農場で活用されている

チリの海岸に漂着した海藻
ア
ル
ギ
ン
酸
に
は

品
質
向
上
効
果
が

こ
だ
わ
り
続
け
た

「
漂
着
海
藻
」
使
用

働
き
方
改
革
に
も

い
ち
早
い
取
組
み

独
自
シ
ス
テ
ム
で

食
の
安
全
対
応
を

ＳＳＤＤＧＧｓに即した手法採用


